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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文はヨコンピュータグラフィクスを用いた科学データの可視化に関するものであり芽3次元
空問で定義された数値データすなわちボリュームデータに対して4面体分割を用いた可視化手法を
提案している。
　本論文は7章から構成されている。第亙章は序論でありヨシミュレーション結果や実験データの
解析を助けるためにデータの可視化が重要になってきた背景およびその現状について述べている。
　第2章ではボリュームデータの可視化プロセス及び既存の可視化手法についてその概略を述べて
いる。
　第3章では等高面の多面体近似法の4つの手法芽すなわち曾従来手法事4面体セル法雪成長法争
改良4面体セル法について述べ里改良4面体セル法が他の手法に比べて計算時間及び精度の観点か
ら有効であることを示している。4面体セル法は里前処理として各格子点の関数値を求め2格子点
を頂点とする4面体への空問領域分割を行う。次に等高面を含む4面体の辺上で多面体データの頂
点を求めることにより雪各4面体から互いに接続した多面体データを生成する。さらに改良4面体
セル法では4面体セル法に対して争（1）テーブル駆動型のアルゴリズム争（2）2次補閻を用いた頂点計
算昏（3）生成された多面体データの問引きアルゴリズムを適用している。
　第4章では3次元流れ場の可視化に有効な流線生成の方法、すなわちヨパラメトリックに流線を
生成する手法冒及び雪流線を解析的に求める手法を提案している。本アルゴリズムは各4面体セル
ごとに流線を求め害各4面体セルを横断することにより全体の流線を求めてゆく。
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　第5章ではボリュームデータ表示アルゴリズムとして、等高線のセル横断表示アノレゴリズムと等
高線によるボリュームレンダリングアルゴリズムの二つについて述べている。等高面のセル横断表
示アルゴリズムは雪奥行きバッファやソーティングを用いずに隠れ面消去を4面体セルの処理順序
によって実現する。等高面によるボリュームレンダリングアルゴリズムはラ計算時問のかかる空問
サンプリングを視点を中心とする同心球面上の等高面で近似しヲこれらを奥から順に半透明表示し
てボリュームレンダリングと同等の画像を高速に生成する。
　第6章ではヨ3章害遂章、5章で述べた手法を用いるデータ視覚化システムについて述べている。
また望これをヨ化学反応における分子軌道の視覚化に応用して、その有効性を検証している。
　第7章は結論である。
審　　査　　の　　要　　旨
　科学データの可視化において、空聞領域の4面体分割によるボリュームデータの統一的な接近法
を提案しヨそれに基づいてヨ等高面の多面体近似ヨ流線生成およびボリュームデータ表示の優れた
アルゴリズムを提案した点に新規性がある。医療冒FEM分野への応用や並列処理化に関する研究等
が今後の課題であるがヨ新しい考え方の枠組みを提示し害それを具体的に実現し有効性を検証して
いる点が高く評価できる。
　よってヨ著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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